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exploration of history

地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
「
文
化
財
」。

天
草
市
に
は 

２
０
６
も
の
指
定
・
登
録
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
河
浦
町
の
重
要
文
化
的
景
観
を
ご
紹
介
！
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005 天草市﨑津・今富の文化的景観（河浦町）
国選定重要文化的景観 平成��年�月�日選定（平成��年�月��日追加選定）

自然環境と人間の営みが互いに影響し合いできた文化的景観。﨑津・
今富は山が間近に迫り、目の前は海や干潟で狭い地形でした。貴重な
生活空間を有効活用するために、﨑津ではカケを作り、今富では干拓に
よる農地拡大を行い、現在も受け継がれています。
特に今富は狭い地形の中で農業を営んでいましたが、江戸時代半ば
以降に干拓によって稲作を中心にした暮らしを確立。県指定重要文化
財「上田家文書」の中にある「大江組明細帳」にも、年貢などの積み
下ろしをした港や干拓のようすが記されています。
干拓によって集落を成り立たせ、隣の﨑津
などと交流を行うことで生活基盤を固めた先
人の知恵が今なお息づいています。８月は稲
刈りの季節ですので、夏休み期間を利用して
一度訪れてみませんか？
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天草最高峰の倉岳山頂近くにある
カヤツ丸展望台は標高540ｍに位置
しています。天草の島々や長崎県の
雲仙岳、上天草市の湯島など美しい
パノラマが広がる絶景の展望台で
す。展望台手前までは、車で行くこ
とができます。

カヤツ丸展望台（栖本町）

　展望台までの道中では、春は桜、夏は緑、
秋には紅葉と季節の変化が楽しめます。

★見どころポイント

有
明
地
区
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

さ
ざ
波
フ
ェ
ス
タ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ン

ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
四
郎
ヶ

浜
ビ
ー
チ
に
砂
像
が
並
び
、
同
地
区
の
夏
の

風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
天
草
市
商
工
会
青

年
部
有
明
支
部
の
16
人
で
運
営
し
て
お
り
、

今
年
で
13
年
目
。
砂
像
は
砂
を
高
く
積
み
上

げ
た
土
台
を
削
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
同

支
部
は
こ
の
土
台
づ
く
り
も
手
掛
け
て
い

る
。土

台
は
木
材
を
使
っ
て
正
方
形
の
型
枠
を

つ
く
り
、
そ
の
中
に
重
機
で
砂
を
入
れ
て
踏

み
固
め
て
い
く
。
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
、
海
水
を
砂
に

撒
き
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
頑
丈
に
つ
く

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
こ
の
作
業
を
繰
り

返
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
土
台
が
出
来
上
が

る
。
仕
事
終
わ
り
に
毎
日
２
時
間
程
度
作
業

し
、
３
週
間
程
か
け
て
高
さ
３
ｍ
の
も
の
を

２
つ
、
２
ｍ
の
も
の
を
４
つ
制
作
し
た
。

「
い
ろ
ん
な
種
類
の
砂
像
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
が
、
彫
刻
し
て
く
れ
る
人
を
探
す
の
に

毎
年
苦
労
し
て
い
る
」
と
話
す
支
部
長
の
砂

原
敦
さ
ん
。
制
作
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
、
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
。

つ
く
り
方
を
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
は
大
歓
迎
だ
そ
う
だ
。

他
に
も
、
同
フ
ェ
ス
タ
に
訪
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
〝
砂
の
プ
ー

ル
〞
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
砂
浜
を
10
ｍ

四
方
の
深
さ
30
㎝
程
度
に
掘
っ
て
、
厚
手
の

防
水
シ
ー
ト
を
敷
き
、
そ
の
中
に
海
水
を
入

れ
る
。
型
枠
で
余
っ
た
材
料
な
ど
を
使
っ
た

手
づ
く
り
の
滑
り
台
も
好
評
だ
。

「
準
備
な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
が
、
訪

れ
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ

し
い
。
先
輩
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
有

明
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

砂
原
さ
ん
。〝
地
域
活
性
化
の
力
に
な
り
た

い
〞
こ
の
地
元
愛
が
活
動
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
。

彼
ら
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
サ
ン
ド
ア
ー

ト
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。1土台づくりの作業

2一昨年の砂像。今年は８月15日ま
で展示。
3砂のプール。滑り台は毎年グレー
ドアップ！
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若い力で有明地区を盛り上げる

天
草
市
商
工
会

　青
年
部
有
明
支
部

（
有
明
町
）

もんじょ

▲水上につくられたカケ

干拓で開かれた土地（今富集落）

今富から﨑津を望む

市政だより 天草   No.31629 282021 . 8


